
は じ め に

風土病や新興感染症の疫学的なアプローチの一手

段として，野生動物とそれらに特異的な寄生体との

間で形成された宿主-寄生体関係の動物地理学的研

究が，近年の保全医学の興隆と伴に注目されはじめ

ている（たとえば，浅川，2013）。海峡などを泳いで

渡ることが不可能なこと，産業的に有益な資源とは

見なされていないこと（すなわち，人為的に移入さ

せる動機を欠き，前項を含め，結果的にその分布域

が生息する場の地史と密接に関連することになっ

た），農作物被害あるいは疾病論的にほぼ無害である

こと（環境改変による影響は少なくはないであろう

が，積極的に駆除されるような人為的なバイアスに

さらされなかった），小型なので採集が容易なことな

どの理由から，食虫目トガリネズミ属 Sorexは，こ

のような研究の有効な宿主モデルの一つとなろう。

もちろん，種によっては個体群の急激な減少が示唆

されているので，特に，捕獲調査を伴う場合は，最

低限の保全生態学的な配慮が必須なのは自明であ

る。

一方，宿主-寄生体関係の動物地理学的研究で対象

となる agentsは，本拙稿の著者の一人，浅川が1980

年代以降，蠕虫類に注目してきた（たとえば，浅川，

1995，2005；長谷川・浅川，1999,Hasegawa &

Asakawa,2003）。特に，ネズミ亜科およびハタネズ

ミ亜科（いずれも齧歯目）に特異的に寄生する線虫

をモデルとしたため，北海道以外を含む各地でこれ

ら野ネズミ類を捕獲してきた。その際，食虫目動物

も混獲されたので，それぞれの地域の自然史的な価

値を有すとみなし，可能な限り検査をして得られた

蠕虫類などの記載・記録を公表した（たとえば，Arai
 

et al., 2008；浅川，1998；Asakawa et al., 1988a,

b,c,d,1995，浅川ら，1992，2004；坂田・浅川，2003）。

本拙稿もその一環に位置付けられる。

平山ら（2012）は，北海道嶮暮帰島産のオオアシ

トガリネズミ S.unguiculatus（以下，オオアシ）を

含む野生小哺乳類の寄生蠕虫相の報告をした。今回

は，著者の一人，河原が当該の小哺乳類調査（河原，

2005；河原・中島，2002）で捕獲したチビトガリネ

ズミ S.minutissimus（以下，チビ）を調べることが

できた。チビはユーラシア大陸に生息するが（Ohda-

chi et al.,2009），北海道産個体群（時に，亜種名ト

ウキョウトガリネズミと称す）がこのような調査と

なったことはない（横畑，2011）。

と，同時にこの種における蠕虫相が，同じ北海道

に生息する他種トガリネズミ属のものとの相違をす

る必要性も生じた。そこで，1970年代から1980年代

に故神谷晴夫教授および浅川らが実施し，未報告の

ままとなっていたオオアシ，バイカルトガリネズミ

S.caecutiens（北海道産個体群は，時に，亜種名エゾ

トガリネズミとされるので，以下，エゾ）およびヒ

メトガリネズミ S.gracillimus（以下，ヒメ；ただし，

神谷の台帳では，当時の分類学的見解に基づき，

〝Sorex minutes"と記されていたが，今日では S.

minutesはユーラシア大陸にのみ生息し，日本には
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北海道を含め分布はしないとされている；以上，

Ohdachi et al.,2009）から見出されたとされる蠕虫

類の記録をまとめた。

材料と方法

チビの蠕虫検査作業：北海道厚岸郡浜中町琵琶瀬

（霧多布湿原）の対岸約１km沖にある嶮暮帰島（北

緯43度02分，東経145度06分）において捕獲され

たチビ３個体を用いた（登録番号WAMC-AS-

13552～13554）。詳細な情報は平山ら（2012）および

そこで挙げられた文献も参照されたい。これら全て

が，開腹後，内臓と消化管が体に付けられたまま

100％エタノール液で固定・保存され，これらについ

て寄生蠕虫の検査が実施された。体部標本のうち，

２個体は酪農学園大学野生動物医学センター

（WAMC）に以下で得られた蠕虫とともに証憑標本

として保存された。諸臓器・消化管について実体顕

微鏡下で精査し，得られた虫体は70％エタノール液

で再固定後，ラクトフェノール液で透徹したものと

酢酸カーミン染色を施した永久プレパラート標本を

作製した。

北海道産トガリネズミ属３種の蠕虫記録集計作業：

1976年，故神谷晴夫教授が北海道大学獣医学部在職

時（後に，秋田大学医学部に異動し，平成17年８月，

病没），道内各地で採集されたトガリネズミ属３種

（前述）の蠕虫検査をされ，膨大な標本をその検査台

帳とともに，浅川に託された。また，1982年から1984

年，浅川（当時，酪農学園大学獣医学科学部生）が

野幌森林公園にて採集あるいは死体取得したオオア

シとエゾから得られた蠕虫の記録一覧表を用いた

（一部は，北海道衛生研究所の八木欣平氏が多包虫調

査で本島道東地方のものも含まれと考えられるが，

今回，仕分けをしていない）。以上，記録が残ってい

る検査個体数はあわせてオオアシ229，エゾ99およ

びヒメ15，合計243となった。

結果と考察

チビの蠕虫検査結果：チビ３個体のうち，１個体の

腸管からブラキライマ科吸虫(75雙)が検出された。

これは，既に平山ら（2012）が同島産オオアシから

見出し，種名を保留したNanophyetus sp.と同一で

あった。今回も標本状態が悪く，形態観察は困難で

あったが，並列する精巣配置や体・吸盤のサイズな

どが（図１），北海道産トガリネズミ類に寄生するブ

ラキライマ科の典型的な形態を有する Glaphyros-

tomumあるいは Ectosiphonus属（以上，Asakawa

 

et al.,1988d）とは明確に異なっていた。ほか２個体

からは，蠕虫類は見出されなかった。平山ら（2012）

は同島産オオアシ10個体を検査し，全例から線虫

Longistriata yamashitai，７例から膜様条虫科のあ

る属種を得た。また，本道を含めユーラシア大陸全

域のトガリネズミ属では L.yamashitai（なお，Lon-

gistriata属の種については，北海道のタクソンを含

め，新たな分類体系に基づき再検討の必要がある）

と条虫類が優占的であることを鑑みれば（Asakawa
 

et al.,1995のほか，後述，特に Tab.1），今回の結

果は特筆された。しかし，今回の限られた材料のみ

をもって，北海道産チビの蠕虫相が貧弱と結論付け

るのは明らかに早計であり，今後の継続的調査に委

ねるべきであろう。

北海道産トガリネズミ属３種の蠕虫種と寄生頻度：

北海道産トガリネズミ属の蠕虫相研究は，1960年代

初頭，A.Chabaud博士らフランス自然史博物館の

調査隊により開拓され，その後，当該調査団の受け

入れ先であった北海道大学獣医学部の故神谷晴夫教

授（当時）が調査を続けた（Chabaud et al.,1963；

Kamiya,1980；なお，研究史はHasegawa&Asak-

awa, 2003および横畑，2011も詳しい）。特に，

Kamiya（1980）は〝Studies on the parasite fauna
 

of Insectivora"のシリーズの となった記念すべき

ものであったが，それらで新種記載されたのは次の

線虫 L.yamashitaiおよび Paracrenosoma takik-

awaiの ２ 種，さ ら に 新 産 地 と し て Pseudo-

physaloptera lincicomei（胞翼虫科）が記録された。
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図1 嶮暮帰島産チビトガリネズミ Sorex minutissimus
の腸管から得られたブラキライマ科Nanophyetus

 
sp.（Bar＝0.1mm）



1980年代に入り，北大大学院獣医学研究科寄生虫学

教室の故大林正士教授の指導下であった浅川（野幌

森林公園および道東地方各地をフィールドとした）

により，故神谷教授との連名で，前述したシリーズ

の から として，研究が再開された。まず，これ

らにより次の線虫種が追加された；Eucoleus oeso-

phagicola，Aoncotheca soricis，Linisucus hokkaidi

（以上，毛細頭線虫科３新種），Calodium hepaticum

（毛細頭線虫科の新しい分類体系に従った属名であ

るが，教科書的には肝毛細頭線虫 Capillaria he-

patica），Soboliphyme abei（腎虫科新種），Parastron-

gyloides weichesi（糞線虫科既知種であるが日本新

記録；なお，雌雄が寄生世代を有することで同科

Strongyloides属と区別される），Stefanskostrongylus
 

yagii（変円虫科新種），Porocaecum sp.（蛔虫科；消

化管壁漿膜面側に被嚢した幼虫で，終宿主は猛禽類

とされる），Rhabditidae gen.sp.（桿線虫科のある

属種で，移動するための宿主を利用した片利共生；

たとえば，Sudhaus & Asakawa, 1991など），

Syphacia sp.（形態学的に S.emileromaniに近似し

ており，ヒメネズミなどの死体を摂食したことに起

因する偽寄生；なお，この線虫と齧歯類との密接な

関係は，長谷川・浅川，1991などを参照）。なお，故

大林教授がヘリグモネラ科線虫 Mammanidula ho-

kkaidensis（彼は，当初，新属 Mammaniduloidesを

設けたが，現在では Mammanidula属のシノニムと

される）の記載をした際，宿主域に野ネズミ類のほ

か，トガリネズミ類も付加されていた（Ohbayashi et
 

al.,1968）。今回の取りまとめでも，３種全てから見

出されていたことが確認された。本種の寄生部位は

トガリネズミ属蠕虫相とチビトガリネズミ蠕虫学的検討

Table1 Parasites obtained from genus Sorex on Hokkaido,Japan,between 1976 and 1984.

Hosts Parasites  Habitat  Su (n＝229 ) Sc (n＝99) Sg (n＝15)

Nematoda
 

Eucoleus oesophagicola  esophagus  7 (3.1) 0( 0.0) 0( 0.0)

Aoncotheca soricis  stomach  31(13.5) 32(32.3) 2(13.3)

Linisucus hokkaidi  urinary bladder  37(16.2) 21(21.2) 3(20.0)

Calodium hepaticum  liver  1( 0.4) 0( 0.0) 0( 0.0)

Soboliphyme abei  stomach  69 (30.1) 24(24.2) 0( 0.0)

Parastrongyloides weichesi  intenstine  66(28.8) 10(10.1) 0( 0.0)

Longistriata yamashitai  intenstine  142(62.0) 55(55.6) 3(20.0)

Trichostrongyloidea gen.sp. intenstine  4( 1.7) 0( 0.0) 3(20.0)

Paracrenosoma takikawai  lung  19 ( 8.3) 0( 0.0) 0( 0.0)

Stefanskostrongylus yagii  lung  0( 0.0) 14(14.1) 0( 0.0)

Mammanidula hokkaidensis  mammary gland  10( 4.4) 1( 1.0) 2(13.3)

Porocaecum sp.(encysted larvae) intenstinal wall  50(21.8) 14(14.1) 0( 0.0)

Pseudophysaloptera lincicomei  stomach  4( 1.7) 2( 2.0) 0( 0.0)

Rhabditidae gen.sp.(immature) nasal cavity  9 ( 3.9) 0( 0.0) 0( 0.0)

Syphacia sp.(pseudoparasite) intenstine  2( 0.9) 1( 1.0) 0( 0.0)

unknown nematodes  intenstine  5( 2.2) 2( 2.0) 0( 0.0)

Acanthocephala
 

Centrorhynchus elongatum (juvenile) mesentery  50(21.8) 25(25.3) 3(20.0)

Trematoda
 

Glaphyrostomum soricis  intenstine  19 ( 8.3) 0( 0.0) 0( 0.0)

Ectospiphonus sp. intenstine  3( 1.3) 0( 0.0) 0( 0.0)

Zonorchis hokkaidi  gall bladder  10( 4.4) 7( 7.1) 0( 0.0)

Cestoda
 

Fam.gen.spp.(mature) intenstine  208(90.8) 75(75.8) 14(93.3)

Diphylobothlium sp.(plerocercoid) subcutaneous  2( 0.9) 0( 0.0) 0( 0.0)

Protozoa
 

Sarcocystis sp. skeletal muscle  14( 6.1) 12(12.1) 2(13.3)

Parasite free  5( 2.2) 0( 0.0) 1( 6.7)

Host abbreviation:Sorex unguiculatus (Su),S. caecutiens (Sc)and S.gracillimus (Sg).

＊:Total number of shrew individuals examined.

＊＊:Number of shrew individuals infected.

＊＊＊:Percentages of shrew individuals infected (%).
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乳腺や尿道球腺であり，剥皮をすることで容易に観

察が可能となる。なお，寄生状態の写真は獣医寄生

虫学実習の教科書で紹介されている（浅川，1997）。

線虫以外の蠕虫では，まず，町田昌昭氏（北大大

学院から国立科学博物館，そして目黒寄生虫館館長）

が，鉤頭虫 Centrorhynchus elongatum（消化管壁漿

膜面側に被嚢した幼虫で，終宿主は猛禽類とされる）

を報告した（Machida&Fujimaki,1965）。その後，

この成虫が昆虫食のフクロウ類コノハズクから見出

されたことから（浅川ら，1991），トカリネズミ類も

餌資源の一つとしていると論考した（浅川，2009）。

吸虫では，前述したブラキライマ科 G.soricis（新種）

および Ectospiphonus sp.のほか，二腔吸虫科

Zonorchis hokkaidiが見出され（新種；Asakawa et
 

al., 1988d），今回を含む嶮暮帰島産トガリネズミ属

からのNanophyetus sp.の検出記録が続いた（平山

ら，2012）。条虫類としては故神谷教授が Di-

phylobothlium属のプレロセルコイドを発見してい

る。さらに，消化管に寄生する多種多様の条虫類成

虫としては，故神谷教授らが（Sato et al.,1988），

また，利尻・礼文島産オオアシの条虫では Sawada

&Asakawa（1992）により新種記載が行われた。な

お，蠕虫以外では Sarcocystis属の濃厚感染事例が散

見され（その肉眼所見は，浅川，1997参照），公表さ

れたものとしても Inoue et al.（1990）がある。

以上のように，我々のトガリネズミ類の蠕虫研究

は，新種を含め多岐にわたり，特に，1988年に刊行

されたものが主の論文であった（Asakawa et al.,

1988a,b,c,d）。また，それぞれの蠕虫種出現状況も，

その４年前の学会発表の段階でほぼ完成していた

（浅川ら，1984；これは1983年度寄生虫学会鳥取大

会講演要旨が，当該学会機関誌に増補版として掲載

されたもの）。諸般の事情で未完のままであったの

で，Tab.1にまとめた。
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Summary
 

Three individuals of Sorex minutissimus (Soricidae: Insectivora) were collected on Kenbokki Island,

Hokaido,Japan,and they were examined helminthologically.,and Nanophyetus sp.was obtained. This is
 

the first record on the soricid species in Japan. Adding to this new record,a helminthological review of the
 

genus Sorex on Hokkaido was given.
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